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企画提案型協働事業見直しのポイント 

 

ポイント１「記述の簡略化」 

・導入の記載（要領２～３ｐ）  

・事業の流れ（要領４～５ｐ）  

 

ポイント２「募集の区分」 

 ・「自由テーマ型」と「行政テーマ型」を並列して記載（要領２ｐ）  

 

ポイント３「審査方法」 

 ・これまでの「１次審査」を「書類審査」、「２次審査」を「アイデア審査」、

「３次審査」を「最終審査」とする。  

・新規の「アイデア提案」と「継続提案」で審査方法を変える。  

 ・「アイデア提案」については、「書類審査→アイデア審査→最終審査」、「継続

提案」については「書類審査→最終審査」を実施（要領４～５ｐ）  

 ・「アイデア提案」と「継続提案」で申請様式を変える。（要領１１・１２ｐ） 

 ・「アイデア提案」については評価基準を絞る。（要領９ｐ）  

 

ポイント４「成果報告会」 

 ・市民向けに開催する。（説明会時に開催を検討）（要領５ｐ）  

 

ポイント５「共同提案」  

 ・応募資格に記載（要領８ｐ）  

 ・共同提案用の申請様式を新規追加（要領１３ｐ）  

 

ポイント６「継続事業」 

・応募資格に、自由テーマ型で同一事業の継続は３回までと記載。（要領８ｐ） 

・過去の実績は遡及通算しない。 

・「自由テーマ型」から「行政テーマ型」への移行を可とする（行政テーマ型

については年限なし）。  
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ポイント７「アイデアのたまご募集」 

・市民主体の取り組みに向けたアイデアのヒントを募集  

・通常の募集区分とは区別し、Ｑ＆Ａ及び参考で記載（要領２３・２４ｐ）  

・２８年度から実施するか引き続き検討  

 

ポイント８「まちづくりファンドの紹介」 

・Ｑ＆Ａに追加（要領２２ｐ）  

 

その他「プレゼンテーションの団体紹介」 

・審査会プログラムに記載。例）団体・活動紹介３分以内 

 


